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青島：改めまして本日はお忙しい中、ご参加いただき誠にありがとうございます。 

3 ページをご覧ください。こちらが本日のアジェンダです。24年度の実績と 25年度の予想について説明します。 
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5 ページをご覧ください。24年度の決算ポイントです。24年度は売上高、営業利益、経常利益、当期純利益、

いずれも前年比、前回予想比ともに上振れしました。 
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6 ページをご覧ください。25年度の予想ですが、ここに示す数値は、いずれも米国関税措置の影響は反映してな

いものとなっています。 

売上は前年度比で微減ですが、営業利益以下は増加を予想しています。売上減は主に古河電池が第 3四半

期以降、連結から外れることを想定した影響と、為替、銅建値の変動に伴うものです。なお、米国関連について

は、直接の営業利益の下振れ影響が、情報通信ソリューションと自動車部品・電池の両サブセグメントで発生する

可能性がありますが、現時点では価格転嫁などの対応により、ほぼリカバーすることを想定しています。 

ご承知のとおり、関税影響は現時点では予想が困難であり、今期を進めながら、状況を注視し、必要な対応を迅

速に行ってまいります。 
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7 ページをご覧ください。以上の実績および予想を踏まえ、配当につきましては、24年度は 1株あたり 120円を

予定しており、6月の株主総会にて決議をいただく予定です。また、25年度につきましても、現時点では同様に

120円を予想しております。 

ここからは詳細についての説明となります。 
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10 ページをご覧ください。24年度実績の要約 P/L です。売上高および営業利益については、10 ページ以降の

増減要因で説明いたしますが、その他の項目について補足いたします。 

持分法投資損益が、前年比で約 43億円増加していますが、主に海外持分法適用会社の損益改善によるもの

です。特別損益が前年比で約 43億円減少しておりますが、3Q決算において適時開示しました製品保証引当

金繰入額を特別損失に計上したことが主な内容となります。 
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11 ページは、売上高の増減要因です。売上高は前年同期比プラス 1,452億円です。地金価格の変動、円安

による為替影響を除いた実質的な変動はプラス 817億円です。実質的な変動の内訳は、情報通信ソリューショ

ンで約 80億円、エネルギーインフラで約 180億円、自動車部品・電池で約 130億円、電装エレクトロニクス材

料で約 170億円、機能製品で約 250億円、いずれも増加しております。 
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12 ページは、営業利益の増減要因です。全体の増減要因プラス 359億円は、主に売上増と改善効果等によ

るものです。 
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13 ページから 15 ページのセグメント別営業利益の前年比の説明は、3Q決算の傾向と同じため割愛し、前回

予想比で説明いたします。 

インフラセグメントは前回予想を上回りました。情報通信ソリューションは、予想に織り込んだリスクが未発現だったこ

とや、連結範囲の異動により約 17億円上回りました。エネルギーインフラは地中線工事の進捗が進んだことや、

緊急対応案件等による売上増により、約 24億円上回りました。 
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14 ページ、電装エレクトロニクスセグメントは、前回予想を上回りました。自動車部品・電池は売上増と販売費等

の経費抑制、為替や労務費上昇に伴うコストアップに対する、お客様との価格交渉が進んだことにより約 14億円

上回りました。 

電装エレクトロニクス材料はほぼ予想並みの微増となりました。 
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15 ページの機能製品セグメントは、エレクトロニクス関連製品需要の回復遅れにより、約 10億円下回りました。 
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16 ページは、要約 B/Sです。総資産は 9,870億円、前年度末より 20億円増加しました。増減の内訳は、売

上増に伴う運転資本で 262億円の増加、為替影響により 133億円の増加、主に UACJ株式の保有区分変

更による連結範囲等の変動により、327億円の減少となりました。 

EBITDA の改善による営業キャッシュフローの改善、資本効率の向上、ガバナンス強化のために政策保有株式の

縮減を進めたことによる投資キャッシュフローの抑制により、フリーキャッシュフローが改善し、NET有利子負債は

380億円の削減となりました。また、各種経営指標も改善し、ROEは当期純利益が前年比 269億円増加し

たことにより、10%に上昇しました。 
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続いて、25年度の予想について説明します。18 ページをご覧ください。売上高は 1兆 2,000億円、営業利益

は 530億円、経常利益は 520億円、親会社、株主に帰属する当期純利益は 360億円の予想です。売上

高と営業利益の詳細は後ほど説明します。 

経常利益は、UACJ が持分法適用会社から外れたことにより、持分法投資利益が減少します。特別利益は保有

資産のスリム化を継続する前提です。為替、銅建値の前提はご覧のとおりです。 
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19 ページは、売上高の増減要因です。地金価格の変動、為替影響、古河電池の非連結化を除く実質的な変

動は、971億円の増加となります。実質的な変動の内訳は、情報通信ソリューションで約 800億円、機能製品

で約 470億円増加し、エネルギーインフラ、自動車部品・電池、電装エレクトロニクス材料でいずれも減少してお

ります。 
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20 ページは営業利益の増減要因です。売上高の実質的な増加により 261億円のプラス、賃金上昇により人件

費増加、操業増によりその他固定費が 130億円増加しますが、生産性改善や価格の適正化、製品ミックス等に

よる改善効果でプラス 98億円を見込み、為替や古河電池の非連結化の影響を除くと、24年度比で 59億円

の増益を予想しています。 
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21 ページは、サブセグメント別の営業利益予想です。24年度の決算同様に、25年度も下期偏重となり、上期

下期では 4対 6 のイメージです。次ページ以降で詳細を説明します。 
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22 ページ、情報通信ソリューションは前年比、増収増益の予想です。ファイバ・ケーブルの需要は回復基調で、特

にデータセンタ市場向け需要増に伴う売上増により、増益見込みです。 
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23 ページ、エネルギーインフラは前年比、減収減益の予想です。国内超高圧や再エネ関連、機能線の需要は引

き続き堅調ですが、前年度は国内地中線工事を中心に案件が集中したことや、産業電線もスポット案件の受注

があり、前年比では減益を見込みます。 
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24 ページ、自動車部品・電池です。古河電池の非連結化により、減収減益となります。自動車生産台数は前

年並み、生産性の改善を実施しますが、人件費高騰に伴う固定費増加や、中国、東南アジアでの減収リスクを

織り込み、減益を見込みます。 
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25 ページ、電装エレクトロニクス材料です。為替や銅価変動の影響を除くと、ほぼ前年並みの売上となります。エ

レクトロニクス関連製品の需要は回復傾向ではありますが、固定費の増加等もあり、営業利益も前年並みの見込

みです。 
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26 ページ、機能製品は前年比増収増益の予想です。データセンタ関連投資の活況継続による売上増により、

増益を見込んでいます。 

 

 

 

 



 
 

 

21 
 

 

27 ページは、設備投資額・減価償却費・研究開発費です。24年度の設備投資はコストダウンを進めた結果、

386億円となり、24年度の減価償却費を下回る金額となりました。 

25年度の設備投資は、前年比 154億円増の 540億円の予定です。キャッシュアロケーションを意識し、市場

動向に合わせ、適切な投資を実施してまいります。また、研究開発費については、将来の成長に向けた研究開発

投資を継続します。 

私からの説明は以上となります。 

 


